
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
に
お
け
る
言
語
行
動
の
〈
場
〉

、J／

島
　
俊
　
夫

富
標
一
方
法
一
資
料

　
本
稿
の
目
標
は
、
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
に
お
け
る
言
語
行
動
の
く
場
V

に
つ
い
て
、
階
層
差
・
男
女
差
と
の
関
連
に
お
い
て
、
考
究
す
る
こ
と
に

あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
と
称
す
る
の
は
、
十
九
世
紀
に

刊
行
さ
れ
た
滑
稽
本
・
人
情
本
を
資
料
と
す
る
後
期
江
戸
語
に
つ
い
て
、

対
称
代
名
詞
・
自
称
代
名
詞
と
り
わ
け
対
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼

応
の
諸
形
式
が
、
段
階
A
（
下
位
の
話
し
手
か
ら
上
位
の
話
し
相
手
へ
の

関
係
一
・
段
階
B
一
対
等
の
関
係
一
・
段
階
C
一
上
位
の
語
し
手
か
ら
下
位

の
語
し
相
手
へ
の
関
係
）
・
段
階
D
（
の
の
し
り
の
表
現
）
に
区
分
さ
れ
、

さ
ら
に
、
段
階
B
が
段
階
刷
と
段
階
副
、
段
階
C
が
段
階
α
と
段
階
α

に
区
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
敬
語
体
系
の
部
分
（
辞
項
糾
撃
竃
ω
一

が
必
ず
敬
語
体
系
全
体
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
指
摘
さ
れ
、
敬
語
体
系
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
主

体
の
な
か
で
の
役
割
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
試
み
ら
れ
る
。

　
言
語
行
動
は
、
言
語
行
動
の
く
場
V
に
基
づ
い
て
、
構
成
さ
れ
る
。
本
稿

に
謂
う
言
語
行
動
の
〈
場
〉
は
、
話
し
手
と
語
し
相
手
と
の
関
係
、
言
語
行

動
の
く
場
V
に
登
場
す
る
人
・
事
－
物
と
人
・
事
・
物
の
諸
関
係
、
言
語
行

動
の
く
場
V
に
登
場
す
る
人
・
事
・
物
と
話
し
手
・
語
し
相
手
と
の
諸
関
係

に
基
づ
い
て
、
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
採
録
さ
れ
る
用
例
は
、
言
語

行
動
の
く
場
V
を
構
成
す
る
話
し
手
・
語
し
相
手
・
人
・
事
・
物
の
各
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
充
た
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
一
九
八
七
年
二
月
、
論
文
「
浮
世
風
呂
に
お
け
る
女

性
の
人
称
と
階
層
」
（
『
近
代
語
研
究
』
第
七
集
）
の
な
か
で
、
敬
語
行
動

に
お
け
る
登
場
人
物
の
階
層
と
人
称
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
「
自
称
や
対

称
の
使
用
に
は
、
待
遇
意
識
が
深
く
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
は
階
層
よ
り

本
質
的
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
待
遇
関
係
の
考
慮
だ
け
で
は
不
十

分
な
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。
」
・
「
待
遇
関
係
を
固
定
す
れ
ば
、

そ
こ
に
使
用
さ
れ
る
対
称
の
相
違
は
主
と
し
て
階
層
に
よ
る
も
の
と
判
明

す
る
。
階
層
を
無
視
す
れ
ば
、
対
等
関
係
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
多
数
の

対
称
の
使
用
の
説
明
に
窮
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
．
い
る
。

　
本
稿
の
筆
者
小
島
俊
夫
は
、
小
松
寿
雄
氏
の
上
記
の
論
文
な
ら
び
に
同

氏
の
「
浮
世
風
呂
に
お
け
る
人
称
の
階
層
差
と
男
女
差
」
一
『
近
代
語
研
究
』

第
十
集
・
一
九
九
八
1
0
）
を
読
ん
で
、
大
い
に
触
発
さ
れ
、
後
期
江
戸
語

敬
語
体
系
に
つ
い
て
、
言
語
行
動
の
〈
場
〉
の
視
点
か
ら
、
考
究
し
よ
う
と

■1■



試
み
る
。

　
論
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、
本
稿
の
筆
者
は
、
次
に
示
す
幾
つ
か
の
方

法
を
用
い
る
。

　
①
論
は
、
問
題
が
対
称
代
名
詞
ま
た
は
自
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主

述
呼
応
の
諸
形
式
の
な
か
の
ど
の
形
式
と
か
か
わ
る
か
が
問
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
「
オ
マ
ェ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
…
…
と
思
わ
れ

る
。
」
と
違
い
、
〈
お
ま
へ
V
だ
け
を
論
の
対
象
に
せ
ず
、
「
お
ま
へ

（
お
）
○
O
な
さ
る
」
・
「
お
ま
へ
ー
○
○
す
る
」
な
ど
と
把
握
し
、

「
そ
れ
が
、
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
な
か
で
、
ど
の
範
晴
（
段
階
X
一

に
位
置
す
る
か
。
」
と
考
え
た
の
ち
に
、
論
を
進
め
る
。

　
②
論
は
、
必
ず
言
語
行
動
の
く
場
V
一
話
し
手
が
、
話
し
相
手
に
対
し

て
、
或
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
或
る
関
係
の
も
と
に
、
語
り
か
け
る

こ
と
）
の
吟
味
を
経
て
、
進
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
オ
マ
エ
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
：
…
・
と
思
わ
れ
る
。
」
と
結
論
を
急
が
ず
、

「
な
ぜ
、
こ
の
言
語
行
動
の
く
場
V
に
お
い
て
、
〈
お
ま
へ
〉
と
呼
ば
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
考
え
る
の
が
本
稿
の
筆
者
の
方
法
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
場
合
に
、
用
例
は
、
会
話
の
か
た
ち

で
、
採
録
さ
れ
る
。

　
③
論
は
、
十
九
世
紀
江
戸
市
民
の
口
頭
語
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て

の
滑
稽
本
・
人
情
本
・
一
必
要
な
ら
、
幕
末
に
欧
米
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
一
日
本
語
会
話
書
・
日
本
語
文
法
書
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
群

に
基
づ
い
て
、
展
開
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
文
芸
作
品
に
、
資
料
が
、
限

定
さ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
い
ず
れ
か
に
偏
し
た
資
料
に
基
づ
く
研

究
は
、
た
と
え
そ
の
結
論
が
是
認
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
論
証
の

材
料
が
貧
弱
で
あ
っ
た
り
、
想
像
を
さ
し
挟
ま
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

た
り
す
る
研
究
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

）1（
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
図
式
化

対
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼
応
の
諸
形
式
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自
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼
応
の
諸
形
式

述語 主語
敬意の内容

段
階（例）待つ言ふ 自称代名詞

ま申しおしおすしま待ま待。」二すちすち　げ徴坤

拙
　
わ
者
　
た
冠
　
く
土
　
し
］

に
段
同
階
じ
A

段
階
I

る申ぜ待すお㌦るつ。待上てちげ遼申

棚
わ
わ
わ
者
つ
し
た
鼠
ち
し
よ

に
段
同
階
じ
B
l

段
階
n

言待ふつo　　　　o

わ
い
お
わ
わ
つ
ら
れ
し
た
ち
　
・
し
　
お

に
段
圃
階
じ
B
1

段
階
m

言待ふつo　　　　o

拙
い
お
わ
わ
者
ら
れ
し
た
蚕
．
し
よ
お

に
段
同
階
じ
C
I

段
階
I
V

る申ぜ待すお㌦るつ。待上てちげ進申

拙
い
お
わ
わ
者
ら
れ
し
た
鼠
．
し
よ
お

に
段
同
階
じ
C
2

段
階
V

言待ふつo　　　　o

冨
い
お
れ
ら
れ
さ
ま
お
）

に
段
同
階
じ
D

段
階
w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
図
表
ω
・
ω
に
示
さ
れ
て
い
な
い
辞
項
、
た
と
え
ば
、
〈
御
自
分
様
〉

一
い
ろ
は
文
庫
・
第
四
十
六
回
一
・
〈
み
ど
も
〉
一
七
偏
人
・
二
編
申
一
・
〈
モ

シ
・
コ
レ
・
コ
ウ
〉
（
浮
世
風
呂
・
四
編
下
）
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
図
表
の
主
述
呼
応
の
形
式
に
当
て
は
め
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
本
稿
の
資
料
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
八
〇
九
文
化
六
　
浮
世
風
呂
（
新
日
本
古
典
文
学
犬
系
・
岩
波
書
店
）

　
天
三
六
天
保
七
　
い
ろ
は
文
庫
一
有
朋
堂
文
庫
・
有
朋
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
を

　
一
八
三
七
天
保
八
娘
太
平
記
操
之
早
引
一
帝
国
文
庫
・
博
文
館
一

　
一
八
三
九
天
保
一
〇
　
閑
情
末
摘
花
（
日
本
名
著
全
集
・
同
刊
行
会
）

　
一
八
四
三
天
径
四
　
夢
酔
独
言
一
東
洋
文
庫
・
平
凡
社
一

　
さ
き
に
掲
げ
た
〈
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
図
式
〉
な
ら
び
に
く
本
稿

の
内
容
〉
を
支
え
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
『
後
期
江
戸
こ
と
ば
の
敬
語
体
系
』

（
一
九
七
四
）
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

二
　
男
性
の
自
称
。
対
称
・
呼
称

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
男
牲
町
人
の
白
称
・
対
称
・
呼
称
に
つ
い
て
、
登
場

人
物
の
個
々
に
項
目
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
衰
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
白
称
　
オ
ラ
　
　
呼
称
貴
公
、
；
公
。

　
聞
き
手
は
い
ず
れ
も
太
鼓
持
ち
の
鼓
八
。
鼓
八
は
衰
微
が
放
蕩
を
か
さ

ね
て
い
た
こ
ろ
、
ひ
い
き
に
し
た
太
鼓
持
ち
で
あ
る
。
自
称
も
対
称
も
目

下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
対
称
に
は
旦
那
と
太
鼓
持
ち
の
関
係
が

残
つ
て
い
る
。

　
㊧
ひ
さ
し
ぶ
り
で
貴
公
の
や
つ
か
ま
し
い
を
聴
た
（
近
代
語
研
究
・
第

　
十
集
・
一
七
二
頁
一

　
帯
間
鼓
八
の
上
層
町
人
衰
微
に
対
す
る
敬
語
行
動
が
、

　
　
鼓
八
　
　
衰
微

　
　
　
　
　
　
　
す
い
び

あ
な
た
は
モ
シ
、
衰
微
さ
ん
で
は
ご
ぜ
へ
ま
せ
ん
か

　
　
衰
微
　
　
鼓
八

　
　
こ
　
は
か
う

ホ
ウ
鼓
八
公
か
（
浮
世
風
呂
・
四
編
中
）

の
よ
う
に
、
敬
語
体
系
の
段
階
A
・
段
階
1
（
あ
な
た
　
　
ご
ぜ
へ
ま
す
一

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鼓
八
に
対
す
る
衰
微
の
敬
語
行
動
が

「
自
称
も
対
称
も
目
下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
は
、
肯
定
で
き
る
。
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試
み
る
。

　
論
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、
本
稿
の
筆
者
は
、
次
に
示
す
幾
つ
か
の
方

法
を
用
い
る
。

　
①
論
は
、
問
題
が
対
称
代
名
詞
ま
た
は
自
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主

述
呼
応
の
諸
形
式
の
な
か
の
ど
の
形
式
と
か
か
わ
る
か
が
問
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
「
オ
マ
エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
…
…
と
思
わ
れ

る
。
」
と
違
い
、
〈
お
ま
へ
V
だ
け
を
論
の
対
象
に
せ
ず
、
「
お
ま
へ

一
お
一
〇
〇
な
さ
る
」
・
「
お
ま
へ
　
　
○
○
す
る
」
な
ど
と
把
握
し
、

「
そ
れ
が
、
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
な
か
で
、
ど
の
範
蠕
（
段
階
X
一

に
位
置
す
る
か
。
」
と
考
え
た
の
ち
に
、
論
を
進
め
る
。

　
②
論
は
、
必
ず
言
語
行
動
の
く
場
V
一
話
し
手
が
、
話
し
相
手
に
対
し

て
、
或
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
或
る
関
係
の
も
と
に
、
語
り
か
け
る

こ
と
）
の
吟
昧
を
経
て
、
進
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
オ
マ
エ
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
…
－
と
思
わ
れ
る
。
」
と
結
論
を
急
が
ず
、

「
な
ぜ
、
こ
の
言
語
行
動
の
く
場
V
に
お
い
て
、
〈
お
ま
へ
V
と
呼
ば
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
考
え
る
の
が
本
稿
の
筆
者
の
方
法
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
場
合
に
、
用
例
は
、
会
語
の
か
た
ち

で
、
採
録
さ
れ
る
。

　
③
論
は
、
十
九
世
紀
江
戸
市
民
の
口
頭
語
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て

の
滑
稽
本
・
人
情
本
・
一
必
要
な
ら
、
幕
末
に
欧
米
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
）
日
本
語
会
語
書
・
日
本
語
文
法
書
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
群

に
基
づ
い
て
、
展
開
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
文
芸
作
品
に
、
資
料
が
、
限

定
さ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
い
ず
れ
か
に
偏
し
た
資
料
に
基
づ
く
研

究
は
、
た
と
え
そ
の
結
論
が
是
認
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
論
証
の

材
料
が
貧
弱
で
あ
っ
た
り
、
想
像
を
さ
し
挟
ま
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

た
り
す
る
研
究
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

）1（
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
図
式
化

対
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼
応
の
諸
形
式
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自
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼
応
の
諸
形
式

述語 主語
敬意の内容

段
階（例）待つ言ふ 自称代名詞

ま申しおしおすしま待ま待吐すちすち　げ徴坤

拙
　
わ
者
　
た
冠
　
く
士
　
し
］

に
段
同
階
じ
A

段
階
I

る申ぜ待すお㌦るつ。待上てちげ進寧

拙
わ
わ
わ
者
つ
し
た
蚕
ち
し
圭

に
段
同
階
じ
B
，

段
階
I
I

言待ふつo　　　　o

わ
い
お
わ
わ
つ
ら
れ
し
た
ち
　
・
　
し
　
お

に
段
同
階
じ
B
呈

段
階
皿

言待ふつo　　　　o

捌
い
お
わ
わ
者
ら
れ
し
た
冨
‘
し
よ
お

に
段
同
階
じ
C
茗

段
階
w

る申ぜ待すお。しるつ。待上てちげ遼申

拙
い
お
わ
わ
者
ら
れ
し
た
颪
’
し
士
お
］

に
段
同
階
じ
C
2

段
階
V

言待ふつo　　　　o

秀
い
お
れ
ら
れ
さ
ま
お
）

に
段
同
階
じ
D

段
階
w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
図
表
ω
・
ω
に
示
さ
れ
て
い
な
い
辞
項
、
た
と
え
ば
、
〈
御
自
分
様
〉

一
い
ろ
は
文
庫
・
第
四
十
六
回
一
・
〈
み
ど
も
〉
一
七
偏
人
・
二
編
申
一
・
〈
モ

シ
・
コ
レ
・
コ
ウ
〉
（
浮
世
風
呂
・
四
編
下
）
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
図
表
の
主
述
呼
応
の
形
式
に
当
て
は
め
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
本
稿
の
資
料
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
天
〇
九
文
化
六
　
浮
世
風
呂
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

　
一
八
；
ハ
天
保
七
　
い
ろ
は
文
庫
一
有
朋
堂
文
庫
・
有
朋
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
を

　
一
八
三
七
天
保
八
　
娘
太
平
記
操
之
早
引
（
帝
国
文
庫
・
博
文
館
一

　
一
八
一
二
九
天
保
一
〇
　
閑
情
末
摘
花
一
日
本
名
著
全
集
・
同
刊
行
会
一

　
一
八
四
三
天
保
一
四
　
夢
酔
独
言
一
東
洋
文
庫
・
平
凡
杜
一

　
さ
き
に
掲
げ
た
〈
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
の
図
式
〉
な
ら
び
に
く
本
稿

の
内
容
〉
を
支
え
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
『
後
期
江
戸
こ
と
ば
の
敬
語
体
系
』

（
一
九
七
四
）
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

二
　
男
性
の
富
称
。
対
称
。
呼
称

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
努
性
町
人
の
自
称
・
対
称
・
呼
称
に
つ
い
て
、
登
場

人
物
の
個
々
に
項
目
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
衰
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
白
称
　
オ
ラ
　
　
呼
称
　
貴
公
、
－
公
。

　
聞
き
手
は
い
ず
れ
も
太
鼓
持
ち
の
鼓
八
。
鼓
八
は
衰
微
が
放
蕩
を
か
さ

ね
て
い
た
サ
」
ろ
、
ひ
い
き
に
し
た
太
鼓
持
ち
で
あ
る
。
自
称
も
対
称
も
目

下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
対
称
に
は
旦
那
と
太
鼓
持
ち
の
関
係
が

残
つ
て
い
る
。

　
㊧
ひ
さ
し
ぶ
り
で
貴
公
の
や
つ
か
ま
し
い
を
聴
た
（
近
代
語
研
究
・
第

　
十
集
・
一
七
二
頁
一

　
帯
間
鼓
八
の
上
層
町
人
衰
微
に
対
す
る
敬
語
行
動
が
、

　
　
鼓
八
　
　
衰
微

　
　
　
　
　
　
　
す
い
び

あ
な
た
は
モ
シ
、
衰
微
さ
ん
で
は
ご
ぜ
へ
ま
せ
ん
か

　
　
衰
微
　
　
鼓
八

　
　
こ
　
は
　
か
う

ホ
ウ
鼓
八
公
か
一
浮
世
風
昌
・
四
編
中
）

の
よ
う
に
、
敬
語
体
系
の
段
階
A
・
段
階
－
一
あ
な
た
　
　
ご
ぜ
へ
ま
す
一

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鼓
八
に
対
す
る
衰
微
の
敬
語
行
動
が

「
自
称
も
対
称
も
目
下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
は
、
肯
定
で
き
る
。
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だ
が
、
次
の
よ
う
な
会
話
は
、
上
位
者
衰
微
に
対
す
る
下
位
者
鼓
八
の
敬

語
行
動
と
し
て
、
是
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
、
段
階
断
一
お

　
　
　
　
・
つ
ま

前
　
　
お
生
れ
な
さ
る
一
・
段
階
既
　
一
お
前
　
　
や
ツ
か
ま
し
い
・
な
し

だ
）
の
敬
語
行
動
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
衰
微
　
　
鼓
八

ぜ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ
め

銭
が
つ
か
へ
ね
へ
の
で
拠
な
く
老
実
さ

　
　
鼓
八
　
　
衰
微

や
ツ
か
ま
し
い
（
同
）

　
　
衰
微
　
　
鼓
八

月
く
タ
ッ
タ
十
両
ヅ
一

　
　
鼓
八
　
　
衰
微

　
け
つ
か
う
　
＃
」
み
ぶ
ん
　
　
　
　
　
す
い
ぴ
　
　
　
　
い
・
つ
き
ひ
　
　
　
　
　
う
ま

ハ
テ
結
構
な
御
身
分
だ
。
モ
シ
衰
微
さ
ん
、
能
月
日
の
下
で
お
生
れ
な
す
つ

　
そ
の
う
へ
　
　
　
ご
ふ
そ
く
　
　
　
　
圭
く
　
　
い
た
．
・
き

た
。
其
上
に
ま
だ
御
不
足
か
。
ヤ
欲
に
は
頂
な
し
だ
ぞ
。
ハ
㌧
㌧
㌧
（
同
）

　
で
は
、
帯
間
は
、
そ
の
客
す
じ
の
上
層
町
人
に
対
し
て
、
何
故
に
、
段

階
A
で
な
く
、
段
階
刷
・
段
階
跣
の
敬
語
行
動
（
な
か
で
も
、
「
や
ツ
か

ま
し
い
」
の
よ
う
な
ぞ
ん
ざ
い
な
こ
と
ば
づ
か
い
）
を
選
ぶ
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
町
人
社
会
本
来
の
制
約
か
ら
離
脱
し
て
、
人
為
的
・
職
域

的
な
〈
敬
語
行
動
の
場
〉
を
、
特
殊
な
社
会
習
慣
と
し
て
、
双
方
が
、
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

築
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
左
の
用
例
群
が
、
そ
の
事
実
を
、
示
す
。

　
　
帯
間
豆
八
　
　
上
層
町
人
繁
兵
衛

と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
か
く
　
　
　
も
よ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
　
　
　
　
ご
え
ん
い
ん

時
に
モ
シ
そ
れ
ぢ
や
ア
折
角
の
お
催
し
も
ま
づ
犬
か
た
は
御
延
引
か
ね

　
　
繁
兵
衛
　
　
豆
八

　
　
　
　
い
ふ
こ
・
ろ
　
　
　
　
　
み
　
　
　
と
ほ
　
　
L
ぎ

な
ア
に
さ
う
云
心
で
も
な
い
が
見
な
さ
る
通
り
の
辞
宜
だ
か
ら
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ
う
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ど
く

し
や
ア
か
ま
は
ね
へ
が
貴
公
に
ち
つ
と
お
気
の
毒
だ

　
　
豆
八
－
繁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
し
ん
つ
う
　
　
こ
む
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
と
も

そ
り
や
モ
シ
わ
た
く
し
に
な
ら
御
心
痛
は
御
無
用
ど
う
で
お
供
で
ま

　
　
こ
と

ゐ
る
事
だ
か
ら
（
娘
太
平
記
操
之
早
引
・
第
三
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
え
ん
い
ん
　
　
　
　
　
ご
む
よ
う
　
　
　
　
こ
と

と
、
ぞ
ん
ぞ
い
な
口
（
「
御
延
引
か
」
・
「
御
無
用
」
一
「
事
だ
」
）
を
「
問
屋
株

の
八
百
屋
」
の
著
旦
那
一
客
す
じ
一
に
向
か
っ
て
き
く
帯
間
が
、
若
旦
那
の

妻
に
対
し
て
は
、
一
同
じ
時
に
、
同
じ
部
屋
で
）
町
人
社
会
本
来
の
制
約
に
し

た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぐ
　
　
こ
と

ヘ
ヱ
さ
や
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
そ
れ
は
散
々
な
事
イ
ヱ
も
う
わ
た

　
　
く
わ
く
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る

く
し
嘉
乱
は
い
た
し
ま
し
た
が
ヤ
な
か
く
ど
う
し
て
苦
し
い
の

　
　
　
　
く
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

な
ん
の
と
口
で
い
ふ
や
う
な
事
ぢ
や
ア
ご
ざ
い
ま
せ
ん
（
同
）

の
よ
う
に
、
上
位
の
語
し
相
手
に
対
す
る
下
位
の
語
し
手
の
最
上
級
の
敬

意
（
段
階
A
・
段
階
1
）
を
表
わ
す
敬
語
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　
同
様
の
用
例
と
し
て
、
帯
間
が
、
豪
商
の
若
旦
那
一
客
す
じ
）
に
対
し
て
、

ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
お
つ
，
し
や
い
　
　
　
あ
な
た
　
を
と
こ

又
そ
ん
な
つ
ま
ら
ね
へ
事
を
被
仰
ま
す
、
貴
公
も
男
ぢ
や
ア
あ
り
ま

　
　
　
　
　
た
ん
か
　
　
　
お
も
　
　
こ
　
　
　
を
ん
な
　
　
　
　
じ
や
　
　
　
ひ
　
　
　
ふ
う
ふ

せ
ん
か
、
一
旦
斯
う
と
憶
ひ
込
ん
だ
女
な
ら
、
邪
で
も
非
で
も
夫
婦

　
　
　
　
　
　
ま
ん
ね
ん
　
　
な
が
い
き
　
　
　
　
　
　
そ
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
お
も

に
な
つ
て
、
百
万
年
も
長
寿
を
し
て
添
遂
げ
や
う
と
思
は
ね
へ
ぢ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み
　
　
　
こ
・
ろ
　
　
よ
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く

ア
な
り
や
せ
ん
ぜ
、
あ
ん
ま
り
君
の
お
心
が
弱
過
ぎ
る
か
ら
、
僕
が

は
い
か
ん
　
　
く
る
　
　
　
　
　
こ
と
真
と
忠
な
肇
　
　
　
　
　
　
そ
　
こ
　
ら
　
　
す
こ
　
　
ご
す
ゐ

肺
肝
を
苦
し
め
る
事
最
甚
し
サ
、
其
処
等
は
少
し
御
推
も
じ
あ
つ
て
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し
か然

る
べ
し
サ
ネ

（
い
ろ
は
文
庫
・
第
百
六
回
）

　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は
だ

と
、
ぞ
ん
ざ
い
一
「
思
は
ね
へ
ぢ
や
ア
な
り
や
せ
ん
ぜ
」
・
「
甚
し
サ
・

　
」
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ぶ
ん
ひ
と
り
　
　
　
の
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
や
べ
　
ま
は
　
　
　
　
ゐ

「
然
る
べ
し
サ
ネ
」
一
に
「
自
分
独
で
呑
込
ん
だ
や
う
に
喋
り
廻
し
て
居

る
」
（
同
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
若
旦
那
の
家
の
番
頭
に
向
か
っ
て
は
、
町
人

杜
会
本
来
の
制
約
に
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
　
　
ち
う
す
け
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な
ひ
だ
　
　
　
　
ま
い
ど
　
ご
そ
く
ら
う
　
　
　
か

是
は
忠
助
さ
ん
お
出
で
な
さ
い
、
此
程
か
ら
毎
度
御
足
労
を
掛
け
た

こ
と
　
　
　
　
さ
い
　
　
　
一
つ
け
隻
は
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
ひ
　
　
た
な
　
　
あ
が

事
も
、
妻
か
ら
承
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
是
非
お
店
へ
上
ら
な
い
で

　
す
か
の
い
つ
け
ん
ら
ち
あ
な
ん
し
き
ゐ

は
済
み
ま
せ
ん
が
、
彼
一
件
の
埼
の
明
か
な
い
の
で
、
何
だ
か
敷
居

　
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ぶ
　
さ
　
た

が
高
い
や
う
で
、
つ
い
御
無
沙
汰
に
な
り
ま
し
た
（
同
・
第
百
二
回
）

の
よ
う
に
、
上
位
の
話
し
相
手
に
対
す
る
下
位
の
話
し
手
の
最
上
級
の
敬

意
（
段
階
A
・
段
階
1
）
を
表
わ
す
敬
語
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
江
戸
市
民
社
会
に
は
、
帯
間
と
そ
の
客
す
じ
の
上
層
町
人

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
ぞ
ん
ざ
い
な
こ
と
ば
づ
か
い
が
、
〈
特
殊
な
社
会
習

慣
〉
と
し
て
、
確
立
さ
れ
て
い
た
。
「
白
称
も
対
称
も
目
下
に
対
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

の
で
あ
る
。
」
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
ぞ
ん
ざ
い
を
言
い
方
が
、
双
方

の
間
に
、
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帯
間
は
、
そ
の
客
す
じ
で
な

い
上
層
町
人
（
男
性
あ
る
い
は
女
性
）
と
会
語
す
る
際
に
は
、
江
戸
町
人

杜
会
本
来
の
制
約
に
し
た
が
っ
て
、
上
位
の
話
し
相
手
に
対
す
る
下
位
の

話
し
手
の
最
上
級
の
敬
意
（
段
階
A
・
段
階
－
一
を
表
わ
す
敬
語
行
動
を

と
る
の
で
あ
る
。

　
と
甲
」
ろ
で
、
『
浮
世
風
呂
』
は
、

　
　
衰
微
　
　
鼓
八

ち
よ
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
　
　
　
　
　
ぢ
き
　
　
こ
の
よ
こ
ち
や
う
　
　
　
さ
け
　
　
あ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
た
る

一
寸
お
ら
が
内
へ
歩
び
ね
へ
直
に
此
横
町
だ
。
酒
は
相
か
は
ら
ず
鱒

ざ
け
　
　
　
　
　
　
　
ち
り
と
　
　
　
　
　
む
け
へ

酒
だ
か
ら
、
些
ば
か
り
迎
る
が
い
・

　
　
鼓
八
　
　
衰
微

そ
れ
は
お
ひ
さ
し
ぶ
り
で
あ
り
が
た
い
（
四
編
中
一

と
、
鼓
八
が
衰
微
宅
に
招
待
さ
れ
る
一
」
と
を
、
示
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、

後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
下
に
身
を
置
く
こ
の
作
品
の
読
者
た
ち
は
、
か
な

ら
ず
や
、
〈
上
層
町
人
衰
微
の
妻
〉
に
対
す
る
静
間
鼓
八
の
こ
と
ば
づ
か

い
が
江
戸
町
人
社
会
本
来
の
制
約
に
基
づ
く
も
の
（
段
階
A
）
で
あ
る
こ

と
を
、
反
射
的
に
喚
起
し
た
に
違
い
無
い
。
同
時
に
、
読
者
た
ち
は
、
鼓

八
の
心
を
よ
ぎ
る
（
衰
微
の
妻
に
対
す
る
一
気
ま
ず
さ
を
思
い
浮
か
べ
た

は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
作
者
式
亭
三
馬
は
、
創
作
の
筆
を
、
そ
の

方
向
に
、
運
ん
だ
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
『
浮
世
風
呂
』
は
、

江
戸
語
研
究
の
貴
重
な
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
さ
き
立
っ

て
、
『
浮
世
風
呂
』
は
、
ま
ぎ
れ
も
無
く
、
文
芸
作
品
な
の
で
あ
る
。
文

芸
作
品
を
言
語
研
究
の
資
料
と
し
て
選
ぶ
と
き
、
言
語
研
究
に
お
け
る
言

語
行
動
の
〈
場
〉
の
検
討
は
、
文
芸
と
し
て
の
〈
場
〉
の
展
開
と
の
関
連

か
ら
、
眼
を
そ
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
俳
助
・
闇
雲
屋
吉
郎
兵
衛
一
や
み
吉
）
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
述
べ
て
い
る
。

　
　
俳
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
自
称
　
ワ
タ
ク
シ
　
　
呼
称
　
オ
マ
エ
サ
ン
、
－
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
聞
き
手
は
い
ず
れ
も
闇
雲
屋
吉
郎
兵
一
や
み
吉
一
。
俳
助
は
言
葉
遣
い

の
過
度
に
丁
寧
な
商
人
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
で
あ
ろ
う
。
や
み
吉
か
ら
オ
マ

■5■



工
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
屍
て
、
上
層
で
は
な
く
中
層
の
上
く
ら
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
㊧
お
ま
へ
さ
ん
は
い
つ
も
御
丈
夫
さ
ま
で
、
お
仕
合
様
で
ご
ざ
り
ま
す
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
闇
雲
屋
吉
郎
兵
一
や
み
吉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
自
称
　
な
し
　
　
呼
称
　
オ
マ
エ
、
－
サ
ン
、
－
公
。

　
こ
の
や
み
吉
も
、
俳
助
同
様
商
人
で
、
複
数
の
奉
公
人
を
抱
え
て
い
る
。

俳
助
に
対
し
て
は
オ
マ
エ
と
ポ
サ
ン
、
月
八
に
対
し
て
は
－
サ
ン
、
ぶ
た

七
に
対
し
て
は
－
公
を
用
い
て
い
る
。
；
公
は
親
密
な
遊
び
仲
間
で
は
、

同
輩
間
で
相
互
に
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
か
な
り
無
遠
慮
な

呼
称
に
な
る
。
ぶ
た
七
は
、
作
中
特
別
扱
い
を
受
け
て
い
る
人
物
で
、
－

公
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
る
。
（
近
代
語
研
究
・
第
十
集
・

一
七
三
頁
一

　
や
み
吉
と
俳
助
は
、
次
の
よ
う
な
会
話
を
、
交
わ
し
て
い
る
。

　
　
や
み
吉
－
俳
助

　
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や

ヤ
俳
助
さ
ん
お
早
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
俳
助
　
　
や
み
吉

　
こ
れ
　
　
　
　
や
み
く
も
や
　
き
ち
ろ
べ
ゑ
　
　
　
　
は
や

ヤ
是
は
く
、
闇
雲
屋
の
吉
郎
兵
衛
さ
ん
。
章
う
ご
ざ
り
ま
す
。

さ
て
　
　
　
　
　
　
け
つ
か
う
　
　
　
　
ひ
よ
り
さ
ま

靱
は
や
お
結
構
な
お
日
和
様
で
ご
ざ
り
ま
す
。
お
ま
へ
さ
ん
は
い
つ

　
ご
じ
や
う
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
は
せ
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

も
御
丈
夫
さ
ま
で
お
仕
合
様
で
ご
ざ
り
ま
す
ぞ
。
ハ
ィ
く
。
此
お

て
ん
き
　
ご
つ
が
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ

天
気
の
御
都
合
は
申
ぶ
ん
な
し
ぢ
や
が
、
お
暑
さ
は
ど
う
い
た
し
た

も
の
で
ご
ざ
り
ま
せ
う

　
　
や
み
吉
　
　
俳
助

　
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か
く
ざ
ん
し
よ

さ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
ネ
。
兎
角
残
暑
が
っ
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
俳
助
　
　
や
み
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
　
　
　
　
　
　
さ
ん
　
｝
」
ひ
ま
ん

ハ
イ
く
。
さ
や
う
に
ご
ざ
り
ま
す
。
別
し
て
お
ま
へ
様
は
御
肥
満

　
　
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
さ
　
　
　
し
の
ぎ
　
　
　
た
い
て
い
さ
ま

で
お
出
な
さ
る
か
ら
、
お
暑
の
お
凌
は
お
大
体
様
で
は
ご
ざ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
は
や
　
　
ほ
ん
　
　
さ
ん

ま
い
。
ハ
イ
く
。
ト
キ
ニ
、
箪
お
盆
が
参
じ
ま
し
た
ナ
。
お
ま

　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま

へ
さ
ん
で
は
お
人
ず
く
な
で
、
さ
ぞ
お
と
り
こ
み
様
で
ご
ざ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
て
い
き
ま

う
。
ハ
イ
く
。
イ
ヱ
モ
お
大
体
様
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
ハ
イ

　
　
　
　
　
　
な
ど
　
　
　
と
く
い
さ
ま
　
　
　
か
げ
さ
ま

く
。
わ
た
く
し
杯
は
お
得
意
様
の
お
蔭
様
で
、
ま
づ
ナ
、
お
ま
へ

　
　
　
ひ
と
さ
ま
　
　
　
　
あ
L
　
　
　
は
こ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
さ
ま

さ
ん
、
他
人
様
の
お
足
を
も
歩
せ
申
さ
ず
、
ハ
イ
く
、
又
外
様
へ

　
字
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

お
払
を
い
た
ゴ
き
に
も
ま
ゐ
ら
ず
、
ま
こ
と
に
ナ
お
前
さ
ん
、
ハ
イ

　
　
　
　
せ
つ
く
ま
へ

く
、
お
節
旬
前
し
ら
ず
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ハ
こ
二

　
　
や
み
吉
　
　
俳
助

　
　
　
　
　
　
よ

そ
れ
は
何
よ
り
能
う
ご
ざ
い
ま
す
ネ

　
　
俳
助
　
　
や
み
吉

　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
ご
せ
ん
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
さ
ま

イ
ヱ
ハ
ヤ
、
是
と
申
ス
も
御
先
祖
さ
ま
の
お
蔭
様
で
ご
ざ
り
ま
し
て
、

ハ
ィ
く
、
お
あ
り
が
た
い
事
で
ご
ざ
り
ま
す

　
　
や
み
吉
－
俳
助

　
　
　
　
ま
へ
　
　
い
し
う
す
　
　
　
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら

ほ
ん
に
、
お
前
で
石
臼
が
お
入
な
さ
る
だ
ら
う
。
虎
ど
ん
で
も
と
り

　
つ
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
っ
ち
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ

に
遣
さ
い
ま
し
。
イ
ヤ
く
、
此
方
か
ら
も
た
せ
て
上
や
う
一
浮
世

風
呂
・
四
編
下
一

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
町
人
俳
助
の
階
層
に
つ
い
て
、
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ

エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
上
層
で
は
な
く
中
層
の
上
く
ら
い

か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
「
オ
マ
エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
」

を
論
拠
と
す
る
小
松
寿
雄
氏
の
〈
論
の
進
め
方
〉
は
、
対
称
代
名
詞
単
独

の
用
い
ら
れ
方
に
着
眼
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
異
な
り
、
小
島
俊
夫
の

〈
論
の
進
め
方
〉
は
、
対
称
代
名
詞
・
白
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼

山6’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
は

応
の
形
式
に
着
眼
す
る
。
俳
助
に
対
す
る
や
み
吉
の
こ
と
ば
「
遣
さ
い
ま

　
　
　
　
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

し
。
」
・
「
さ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
ネ
。
」
な
ど
の
述
語
に
は
、
〈
お
前
さ
ん
・
わ

た
く
し
〉
が
、
主
語
と
し
て
、
潜
在
的
に
呼
応
（
段
階
A
・
段
階
1
）
　
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
）

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
俳
助
一
段
階
A
・
段
階
1
）
と
や
み
吉

一
段
階
A
・
段
階
－
一
と
は
、
対
等
一
相
互
に
最
上
級
の
社
交
や
教
養
を

反
映
し
て
一
の
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
俳

助
に
つ
い
て
の
、
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ
エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
甲
」
と
か
ら
見

て
、
上
層
で
は
な
く
中
層
の
上
く
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
い
う
見
解
は
、

そ
の
根
拠
を
失
う
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
、
俳
助
は
、
（
一
度
だ
け
）
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ
エ
と
呼
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
た
め

れ
て
い
る
」
の
だ
ろ
う
か
。
類
似
の
用
例
㊧
（
金
溜
屋
の
お
か
み
さ
ん
）

対
A
　
一
六
十
ぢ
か
き
ば
あ
さ
ま
）
　
の
会
話
の
〈
場
〉
の
吟
味
か
ら
、
論

を
、
進
め
よ
う
。

　
　
㊧
　
　
底

　
　
　
　
ま
ご
　
　
　
　
お
や
く
　
あ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ

ホ
ン
ニ
お
孫
さ
ま
が
痘
瘡
を
遊
ば
し
た
さ
う
で
ご
ぎ
い
ま
す
ネ
。
夫

　
　
し
ご
く
　
か
る
　
ご
や
う
す
　
べ
つ
　
　
　
め
で

で
も
至
極
お
軽
い
御
様
子
で
別
し
て
お
愛
た
う

　
　
息
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
で

ハ
ィ
サ
お
ま
へ
さ
ん
ネ
。
暮
に
お
し
っ
め
て
人
手
は
ご
ざ
い
ま
せ
ず

　
　
　
　
　
く
ら
う
い
た
し
　
　
　
　
　
　
し
や
は
せ
　
か
る

ネ
、
大
き
に
苦
労
致
ま
し
た
が
、
仕
含
と
軽
う
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ホ

　
　
　
　
ご
ほ
う
べ
ん
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
・
お
や

ン
ニ
く
御
方
便
な
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
母
親
が
お
ま
へ
御
ぞ
ん
じ

　
と
ほ
　
　
　
　
　
　
ほ
う
さ
う
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ん
じ

の
通
り
ネ
、
庖
瘡
が
重
う
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
か
と
存
ま
し

　
　
　
あ
ん
　
　
　
　
　
　
　
う
む
　
　
や
す
　
　
　
　
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
つ
ぶ

た
が
、
案
じ
る
よ
り
産
が
易
い
で
顔
に
は
わ
ざ
つ
と
五
粒
ば
か
り
、

て
あ
し
　
や
う
　
　
か
ぞ
へ

手
足
に
漸
く
算
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
一
浮
世
弩
三
編
上
一

　
㊥
一
段
階
A
・
段
階
－
一
と
ム
一
段
階
A
・
段
階
－
一
と
は
、
対
等

一
相
互
に
最
上
級
の
社
交
や
教
養
を
反
映
し
て
一
の
会
話
を
交
わ
し
て
い

る
。
ナ
」
の
会
語
の
〈
場
〉
に
お
い
て
、
A
は
、
〈
お
ま
へ
さ
ん
〉
を
、
こ

の
箇
所
の
ほ
か
に
、
前
後
に
四
回
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ほ

箇
所
、
「
お
ま
へ
御
ぞ
ん
じ
の
通
り
ネ
、
」
と
、
〈
お
ま
へ
〉
が
混
交
し
て

い
る
。
混
交
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
こ
の
〈
場
〉
に
限
る
な
ら
、
A
に

「
六
十
ぢ
か
き
ば
あ
さ
ま
」
と
注
記
の
あ
る
こ
と
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

て
、
本
稿
の
筆
者
に
或
る
ひ
と
つ
の
昆
解
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
見
解
に

立
つ
と
し
た
ら
、
「
や
み
吉
は
、
六
十
ぢ
か
き
ぢ
い
さ
ま
」
か
と
言
う
こ

と
に
な
り
、
事
情
が
客
観
的
に
解
明
さ
れ
る
一
」
と
は
無
い
。
後
考
に
侯
つ
。

　
俳
助
が
一
度
だ
け
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ
エ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
」
の

事
情
に
つ
い
て
、
俳
助
対
や
み
吉
の
言
語
行
動
の
〈
場
〉
に
限
る
な
ら
、

本
稿
の
筆
者
に
或
る
ひ
と
つ
の
見
解
が
あ
る
。

　
　
俳
助
　
　
や
み
吉

い
し
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し

石
臼
を
ば
お
手
近
く
へ
お
出
し
な
さ
れ
て
差
お
か
れ
ま
す
や
う
に
、

　
た
な
　
　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た

お
店
の
お
方
ぐ
へ
お
つ
し
や
り
お
か
れ
ま
し
て
下
さ
り
享
や
う

一
』
、
　
、

～
　
　
ノ
イ
く

　
　
や
み
吉
　
　
俳
助

　
　
　
　
も
た
　
　
　
　
　
あ

ナ
ニ
サ
、
持
せ
て
上
ゲ
ま
せ
う
（
浮
世
風
呂
・
四
編
下
）

　
　
　
　
　
も
た
　
　
　
　
　
あ

に
お
け
る
　
「
持
せ
て
上
ゲ
ま
せ
う
。
」
と
さ
き
に
掲
げ
た
用
例
の
な
か
の

　
　
　
　
　
あ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ

「
も
た
せ
て
上
や
う
。
」
と
を
比
較
す
る
と
、
「
も
た
せ
て
上
や
う
。
」
に

は
、
俳
助
に
語
り
か
け
る
よ
り
も
、
や
み
吉
が
自
分
自
身
に
語
り
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

様
相
が
あ
る
。
〈
ま
す
V
の
有
無
。
さ
き
に
掲
げ
た
用
例
の
な
か
の
　
「
お

’7凹



　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま

ま
へ
さ
ん
で
は
お
人
ず
く
な
で
、
さ
ぞ
お
と
り
こ
み
様
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。
」

　
　
　
ま
へ
　
　
い
L
う
す
　
　
　
　
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

と
「
お
前
で
石
臼
が
お
入
な
さ
る
だ
ら
う
。
」
と
を
比
較
す
る
と
、
「
お
入

な
さ
る
だ
ら
う
。
」
に
は
、
俳
助
に
語
り
か
け
る
よ
り
も
、
や
み
吉
が
自

分
自
身
に
語
り
か
け
る
様
相
が
あ
る
。
〈
で
ご
ざ
り
ま
す
〉
と
〈
だ
〉
の

差
異
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
様
相
は
、
い
ず
れ
も
双
方
が
相
互
に
段
階
A

の
形
式
で
会
話
を
交
わ
す
〈
場
〉
に
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
。

　
さ
て
、
要
因
は
、
も
う
一
つ
、
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
浮
世
風
呂
』

の
作
者
式
亭
三
馬
の
〈
心
〉
の
な
か
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、
言
語
研
究
と
し

て
は
、
採
り
上
げ
る
べ
き
で
な
い
領
域
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
要
因
の
解
明
に
は
、
俳
助
対
や
み
吉
の
会
話
の
〈
場
〉
に
さ
き
立

つ
ぶ
た
七
・
月
八
対
や
み
吉
の
会
話
の
く
場
V
に
つ
い
て
、
吟
昧
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
や
み
吉
　
　
ぶ
た
七

　
　
　
　
　
　
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

ヲ
ヤ
く
ぶ
た
公
、
か
み
が
た
唄
か
た
ま
ら
ね
へ
ぜ

　
　
ぶ
た
七
　
　
や
み
吉

た
ま
ね
く
一
浮
世
風
呂
・
四
編
下
一

　
　
ぶ
た
七
　
　
月
八
・
や
み
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
と
こ

ア
ハ
・
・
㌧
。
お
め
、
お
め
、
お
め
へ
達
ア
、
お
れ
が
唄
ふ
所
、

　
　
と

ん
な
取
つ
て
し
ま
つ
た
、
く
の
。
イ
ヒ
～
ξ
二

　
　
月
八
　
　
ぶ
た
七

　
　
は
や

ヤ
お
早
い
の

　
　
ぶ
た
七
　
　
月
八

あ
い
（
同
）

　
　
や
み
吉
　
　
月
八

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
り
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

月
八
ざ
ん
か
み
が
た
の
時
花
唄
は
、
ど
う
も
人
が
ら
が
い
㌧
の

　
　
月
八
　
　
や
み
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
が
た
う
た
　
　
ひ
ん

や
さ
し
く
て
、
ど
う
も
い
へ
ね
へ
。
す
べ
て
上
方
唄
は
品
が
い
㌧
。

　
　
　
は
ん
だ
い
ふ
か
と
う
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
り
う
た
　
　
し
ょ
こ
く

江
戸
は
半
太
夫
河
東
此
ふ
た
つ
に
と
ゴ
ま
る
よ
。
流
行
唄
も
諸
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
び
　
　
ゐ
な
か
ぶ
し

い
り
ご
み
だ
か
ら
、
下
卑
た
田
舎
節
の
は
や
る
は
う
ら
み
だ
ぞ
一
同
一

　
や
み
吉
・
ぶ
た
七
・
月
八
の
三
人
は
、
相
互
に
段
階
既
　
（
対
等
な
人
問

関
係
を
、
も
っ
と
も
基
本
的
に
反
映
す
る
こ
と
ば
づ
か
い
一
の
範
鳴
に
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
〕

置
づ
け
ら
れ
て
、
会
話
し
て
い
る
。
小
松
寿
雄
氏
も
、
三
人
に
つ
い
て
、

「
↑
公
は
、
一
親
密
な
遊
び
仲
間
で
は
、
同
輩
間
で
相
互
に
用
い
ら
れ
る

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
か
な
り
無
遠
慮
な
呼
称
に
な
る
。
」
と
、
述
べ
て

い
る
。

　
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
や
み
吉
が
、
無
遠
慮
で
す
ら
あ
る
親
密
な
会

話
の
〈
場
〉
か
ら
、
「
言
葉
遣
の
過
度
に
丁
寧
な
商
人
の
O
萱
O
萱
轟
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〇
一

の
会
語
の
〈
場
〉
へ
と
、
急
転
す
る
点
に
あ
ろ
う
。
こ
の
急
転
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

や
み
吉
は
困
惑
し
、
蹄
易
し
、
段
階
A
の
会
話
の
な
か
に
、
「
お
前
で
…
－

　
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ

お
入
な
さ
る
だ
ら
う
。
－
…
も
た
せ
て
上
や
う
。
」
一
段
階
田
一
が
、
ひ
と

り
ご
と
の
よ
う
に
、
わ
れ
知
ら
ず
、
混
交
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
後
考
に
侯
つ
。

　
要
す
る
に
、
俳
助
対
や
み
吉
の
〈
敬
語
行
動
の
場
〉
に
お
け
る
や
み
吉

の
こ
と
ば
づ
か
い
は
、
そ
の
述
語
群
の
諸
形
式
一
段
階
A
・
段
階
↓
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

ら
考
え
て
、
そ
れ
ら
の
形
式
に
呼
応
す
る
主
語
群
は
、
当
然
、
〈
お
前
さ

ん
・
わ
た
く
し
〉
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
潜
在
的
に
呼
応
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
俳
助
に
つ
い
て
の
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ
エ
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
上
層
で
は
な
く
中
層
の
上
く
ら
い
か
と
思
わ
れ

■8■



る
。
」
と
い
う
見
解
は
、
そ
の
根
拠
を
失
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
敬

語
行
動
の
く
場
V
に
お
い
て
、
や
み
吉
（
お
よ
び
盗
〈
六
十
ぢ
か
き
ば
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

さ
ま
〉
一
の
用
い
た
〈
お
前
〉
は
、
そ
の
構
成
す
る
述
語
の
形
式
一
段
階

別
一
か
ら
考
え
て
、
な
ん
ら
か
の
要
因
一
後
考
に
侯
つ
。
）
に
よ
る
混
交

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
敬
語
行
動
に
、
男
女
差
は
、
見
い
だ
さ

れ
な
い
。三

　
女
性
の
自
称
。
対
称
。
呼
称

　
対
等
の
関
係
に
あ
る
女
性
相
互
に
用
い
ら
れ
る
対
称
代
名
詞
〈
お
ま
へ
・

お
め
へ
〉
に
つ
い
て
、
小
松
寿
雄
氏
は
、
次
の
よ
う
に
、
述
べ
て
い
る
。

　
下
層
と
思
わ
れ
る
お
に
く
が
オ
マ
エ
を
二
回
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
見
て
、
下
層
で
あ
っ
て
も
女
の
子
同
士
は
対
称
に
オ
マ
エ
を
用
い
た
と

言
え
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
下
層
の
成
人
女
性
は
、
伸
間
同
士
で
は

オ
メ
エ
を
使
っ
て
い
た
。
「
浮
世
風
呂
」
の
女
性
に
限
っ
て
言
え
ば
、
才

マ
エ
の
相
互
使
用
は
、
右
の
少
女
間
の
も
の
だ
け
で
あ
っ
て
、
成
人
女
性

間
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
偶
然
の
ツ
」
と
な
の
か
、
一
般
的
な
こ
と

な
の
か
、
今
は
判
断
を
さ
し
ひ
か
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
・
つ

　
　
し
た
「
　
：
お
鳶
さ
ん
、
く
。
お
め
ヘ
モ
ウ
あ
が
る
か
。
最
ち
つ
と
つ

　
　
　
や
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ゑ
つ

　
　
き
合
な
。
今
に
も
う
一
返
這
入
て
来
て
一
緒
に
上
ら
ア
な
。
コ
ウ
く
。

　
　
よ
ん
べ

　
　
昨
夜
は
お
添
け
。
あ
の
ま
ア
、
お
ら
が
内
を
聞
ね
ヘ
ナ
。
…
…

　
　
と
ぴ
「
ヲ
ヤ
く
、
も
つ
て
へ
ね
へ
事
を
い
ふ
の
う
。
お
め
へ
が
そ
ん

　
　
な
こ
と
を
い
ふ
が
悪
い
は
な

　
　
底
　
「
お
か
み
さ
ん
ど
う
し
な
す
つ
た
。
お
め
へ
の
内
じ
や
ア
皆
お

　
　
達
者
か
　
⑱
ア
イ
サ
。
捨
る
神
あ
れ
ば
助
る
神
あ
り
と
や
ら
で
、
内

　
　
な
く
な
つ

　
　
で
亡
て
も
ど
う
や
ら
斯
や
ら
た
べ
つ
ゴ
い
て
を
り
ま
す
…
…
夫
で
も

　
　
お
め
へ
、
泣
子
と
地
蔵
に
や
ア
、
か
な
は
ね
へ
と
い
ふ
か
ら
病
人
の

　
　
い
ひ
な
り
三
宝
に
し
て
上
な
せ
へ
（
近
代
語
研
究
・
第
七
集
・
四
一

　
　
〇
頁
一

　
と
ア
」
ろ
で
、
「
下
層
の
成
人
女
性
は
、
仲
間
同
士
で
は
オ
メ
ユ
を
使
っ

て
い
た
。
」
・
「
オ
マ
エ
の
相
互
使
用
は
、
…
－
一
下
層
の
）
成
人
女
性
間

に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
〈
お
ま
へ
〉
の
用
例
が
、

小
島
俊
夫
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
浮
世
風
呂
』
に
、
左
の
と

お
り
、
存
在
す
る
。

　
　
お
た
い
i
お
さ
み

　
　
　
　
　
　
　
い
ぴ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
ま
ひ
　
で
き

い
つ
で
も
し
ま
ひ
は
軒
さ
。
ヲ
ヤ
お
ま
ヘ
モ
ウ
お
仕
舞
が
出
来
た
ネ

　
　
お
さ
み
－
お
た
い

　
　
　
け
　
さ
　
　
く
L
　
　
　
　
　
　
い
ち
ぱ
ん
　
　
き
　
　
く
れ

ア
イ
、
今
朝
お
櫛
さ
ん
が
一
番
に
来
て
呉
れ
た
か
ら
サ
。
お
ま
は
ん

の
は
誰
に
お
結
は
せ
だ
（
二
編
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
ひ

〈
お
ま
へ
〉
を
用
い
る
お
た
い
は
、
「
い
つ
で
も
し
ま
ひ
は
」
・
「
モ
ウ
お
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
へ

が
」
（
＼
注
＼
）
と
言
い
、
「
い
つ
で
も
し
め
へ
は
」
・
「
モ
ウ
お
仕
舞
が
」

（
＼
叱
③
＼
）
　
と
は
言
わ
な
い
。
こ
れ
と
異
な
り
、

　
　
お
ば
ち
－
お
さ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん

お
め
へ
と
い
ふ
も
の
は
し
よ
に
ん
な
者
だ
の
。
さ
う
し
な
せ
へ
。

ず
い
ぶ
ん
　
　
　
ゑ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
ゐ
　
　
く
ん

随
分
つ
き
含
を
し
ら
ね
へ
が
能
の
さ
。
あ
れ
ほ
ど
待
て
居
て
呉
な
と

い
ふ
の
に

　
　
お
さ
み
i
お
ば
ち

■9凹



　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
ま
　
　
ら
ち
　
　
あ
か

そ
れ
で
も
お
め
へ
の
お
飯
は
埼
が
明
ね
へ
も
の
を

　
　
お
ば
ち
－
お
さ
み

　
　
　
　
お
ほ
ぐ
ひ
　
　
　
　
　
　
さ
や
う
　
　
し
ご
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
も
o
と
も

ア
イ
サ
、
犬
喰
だ
か
ら
ね
。
左
様
さ
。
至
極
お
ま
へ
さ
ま
の
が
御
尤

な
筋
さ
一
同
一

の
よ
う
に
、
〈
お
め
へ
〉
を
用
い
る
お
ば
ち
・
お
さ
み
は
、
「
し
な
せ
へ
」
・

　
　
　
ゑ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

「
つ
き
合
」
・
「
し
ら
ね
へ
」
・
「
明
ね
へ
」
（
＼
屯
①
＼
）
と
言
い
、
「
し
な

　
　
　
　
　
あ
ひ
－
や
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

さ
い
」
・
「
つ
き
含
」
・
「
し
ら
な
い
」
・
「
明
な
い
」
（
＼
竺
＼
）
と
は
言
わ

な
い
。
し
か
も
、
お
ば
ち
は
、
〈
お
ま
へ
さ
ま
〉
を
用
い
る
に
さ
き
立
っ

　
　
　
は
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や

て
、
「
お
早
い
の
」
と
い
う
お
さ
み
の
挨
拶
に
対
し
て
、
「
お
早
い
じ
や
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま

ね
へ
は
な
」
（
同
一
と
、
応
じ
て
い
る
。
二
編
上
・
お
山
の
用
例
省
略
。

　
要
す
る
に
、
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
下
に
身
を
置
く
〈
下
層
階
級
の
女

性
た
ち
〉
は
、
対
等
の
敬
語
行
動
の
〈
場
〉
に
お
い
て
は
、
或
る
時
に
は

〈
お
ま
へ
〉
と
言
い
、
或
る
時
に
は
く
お
め
◆
と
言
う
人
々
、
お
よ
び

そ
の
い
ず
れ
か
の
み
を
用
い
る
人
々
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
対
等
の
関
係
に
あ
る
〈
下
層
階
級
の
成
人
女
性
た
ち
〉
が
オ
メ

エ
の
み
を
用
い
、
オ
マ
エ
を
用
い
な
い
と
い
う
見
解
は
、
否
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
小
松
寿
雄
氏
は
、
「
コ
ナ
タ
と
オ
ノ
シ
は
、
両
方
と
も
冒
下
に
使
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

れ
て
い
る
。
コ
ナ
タ
は
、
上
層
女
性
で
は
、
し
う
と
め
↓
よ
め
の
関
係
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

ニ
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
オ
ノ
シ
は
、
上
層
女
性
で
は
、
し
う
と
め
↓
下

女
、
よ
め
↓
下
女
の
関
係
で
使
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
語

は
、
上
層
女
性
だ
け
が
使
う
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
使
用
に
よ
っ

て
音
諦
を
利
用
し
た
オ
メ
エ
の
使
用
が
回
避
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
」
一
近
代
語
研
究
・
第
七
集
・
四
一
四
頁
一
と
述
べ
、
下
位
の
話
し
相

手
に
対
し
て
上
層
町
人
の
女
性
の
用
い
る
対
称
代
名
詞
と
し
て
、
〈
オ
マ

マ
マ

ヘ
・
コ
ナ
タ
・
オ
ノ
シ
〉
一
同
・
四
一
四
頁
一
を
挙
げ
、
下
層
町
人
の
女

性
の
そ
れ
は
、
〈
テ
メ
エ
V
一
同
・
四
ニ
ハ
頁
一
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
n
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ま
へ

　
と
こ
ろ
で
、
上
層
町
人
の
女
性
が
下
位
の
語
し
相
手
に
対
し
て
、
〈
其
方
〉

を
用
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
つ
ち

　
　
富
商
の
娘
　
　
自
家
の
丁
稚
徳
松

　
　
　
と
く
ま
つ
い
ち
ご
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ま
へ
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
う

ホ
ン
ニ
徳
松
；
賢
も
な
い
ヨ
。
其
方
た
ち
の
眼
か
ら
さ
へ
不
孝
と
み

　
　
わ
た
し
　
　
　
し
だ
ら

え
る
吾
傍
が
放
埼
（
閑
情
末
摘
花
・
第
二
十
七
回
）

　
こ
の
時
代
、
上
層
町
人
の
女
性
は
、
丁
稚
に
向
か
っ
て

言
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
女
性
が
、

　
ま
へ

〈
お
前
〉
と
は
、

そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

夫
な
ら
ま
ア
お
前
こ
㌧
を
何
様
し
や
う
と
お
思
ひ
だ
ヱ

ニ
回
一

（
同
・
第
十

　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

と
、
ま
れ
に
〈
お
前
ー
お
○
○
だ
〉
の
よ
う
杢
言
い
方
（
段
階
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
2
一

を
す
る
語
し
相
手
は
、
恋
人
の
上
層
町
人
で
あ
り
、
そ
の
男
性
に
対
し
て

女
性
は
、

実
く
し
　
つ
く
ぐ
か
ん
が
　
　
　
　
　
ふ
L
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

私
は
熟
　
考
へ
ま
す
と
不
測
で
な
り
ま
せ
ん
は
。
な
ぜ
と
言
つ
て
お

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
し
ょ
　
　
し

屍
な
さ
い
。
お
前
さ
ん
と
寛
し
た
事
か
ら
斯
な
つ
て
。
同
所
に
死
な

　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ

ふ
と
ま
で
は
。
努
に
も
お
も
は
な
い
事
て
ご
ざ
い
ま
す
も
の
ヲ
（
同
・

第
八
回
一
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ま
へ
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
L

の
よ
う
に
、
〈
お
前
さ
ん
・
私
〉
を
用
い
る
の
を
通
常
と
す
る
。
江
戸
語

の
敬
語
の
性
格
は
、
話
し
手
・
話
し
相
手
お
よ
び
〈
書
墨
㎜
行
動
の
場
に
登

場
す
る
人
・
事
・
物
〉
そ
れ
ぞ
れ
を
制
約
す
る
く
身
分
の
枠
組
み
V
で
の

位
置
づ
け
が
そ
の
ま
ま
〈
敬
語
体
系
の
枠
組
み
〉
で
の
位
置
づ
け
に
移
行

さ
れ
る
と
、
考
え
ら
れ
る
。
階
級
が
、
言
語
を
、
つ
よ
く
制
約
す
る
。

　
　
富
商
の
若
旦
那
　
　
隣
家
の
下
女

ま
こ
と
き
ど
く
　
　
　
　
め
へ
あ
と
　
　
わ
ぴ
　
　
　
く
れ

誠
に
気
の
毒
で
な
ら
ね
へ
。
お
前
跡
で
よ
く
詫
ご
と
を
し
て
お
呉

　
　
隣
家
の
下
女
　
　
富
商
の
若
旦
那

　
　
　
さ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
　
い
ら

ホ
・
㌧
左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ま
だ
お
年
が
入
ツ
し
や
ら
な
い
も
の

　
　
　
　
じ
や
う
だ
ん
ま
　
う
け
あ
す

だ
か
ら
。
戯
言
を
も
真
に
お
受
遊
ば
し
ま
す
の
サ
（
同
・
第
四
回
一

　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
　
　
　
　
　
粛
）

の
よ
う
に
、
「
お
前
　
　
し
て
お
呉
」
（
段
階
断
一
の
形
式
を
用
い
て
、
一

見
、
対
等
の
話
し
ぶ
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
、
対
等

の
語
し
ぶ
り
で
な
い
　
　
そ
の
根
拠
と
し
て
、
隣
家
の
下
女
の
側
か
ら
は
、

若
旦
那
に
対
し
て
、
対
等
の
こ
と
ば
づ
か
い
は
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
1

－
用
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
お
前
〉
が
、
男
性
・
女
性
を

間
わ
ず
、
下
位
の
語
し
相
手
に
対
す
る
用
法
一
段
階
α
）
と
位
置
づ
け
ら

れ
な
い
理
由
は
、
〈
て
ま
へ
・
て
め
へ
〉
が
下
位
の
話
し
相
手
に
対
す
る

用
法
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
に
反
し
、
〈
お
ま
へ
・
お
め
へ
V
が
対
等
の
語

し
相
手
に
対
す
る
用
法
を
そ
の
基
本
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
語
の
敬

語
体
系
で
は
、
男
性
・
女
性
を
問
わ
ず
、
階
層
・
身
分
・
職
業
な
ど
に
よ

る
制
約
下
に
、
〈
て
ま
へ
・
て
め
へ
・
こ
な
た
・
お
の
し
〉
な
ど
の
段
階

α
の
こ
と
ば
づ
か
い
が
根
づ
よ
く
、
幅
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
、
〈
お
ま
へ
・

お
め
へ
〉
は
、
い
ま
だ
〈
下
位
の
語
し
相
手
に
対
す
る
用
法
〉
を
に
な
う

語
に
な
り
切
っ
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
段
階
α
（
上
位
者
が
下

位
者
に
裏
が
え
し
の
親
愛
を
示
す
。
）
の
見
解
も
可
能
。

　
要
す
る
に
、
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
下
に
身
を
置
く
〈
上
層
町
人
の
女

性
〉
が
下
位
の
話
し
相
手
に
対
し
て
用
い
る
対
称
代
名
詞
は
、
〈
こ
な
た
・

お
の
し
〉
の
ほ
か
に
、
ま
れ
に
く
て
ま
へ
V
が
用
い
ら
れ
る
。
〈
お
ま
へ
〉

は
、
対
等
の
関
係
の
〈
言
墨
旧
行
動
の
場
〉
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
か
り
に
下
位
の
語
し
相
手
に
〈
お
ま
へ
〉
が
用
い
ら
れ
る
と

す
れ
ば
、
話
し
手
が
語
し
相
手
に
対
し
、
な
ん
ら
か
の
要
因
（
ば
つ
の
わ

る
さ
・
ひ
け
め
・
そ
の
他
一
に
よ
っ
て
、
見
せ
か
け
の
〈
対
等
〉
を
よ
そ

お
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
段
階
α
の
見
解
も
可
能
。

四
　
結
　
論

　
『
浮
世
風
呂
』
の
敬
語
一
待
遇
語
一
を
く
人
称
と
階
層
差
・
男
女
差
V
の

視
点
か
ら
考
察
す
る
小
松
寿
雄
氏
の
試
み
に
対
し
、
本
稿
の
筆
者
小
島
俊

夫
は
、
対
称
代
名
詞
・
自
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
呼
応
の
諸
形
式
に

よ
る
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
を
、
言
語
行
動
の
〈
場
〉
の
視
点
か
ら
、
考

察
し
て
、
次
の
四
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
①
江
戸
市
民
社
会
に
は
、
帯
間
と
そ
の
客
す
じ
の
上
層
町
人
と
の
間
に

交
わ
さ
れ
る
ぞ
ん
ざ
い
な
一
」
と
ば
づ
か
い
が
、
〈
特
殊
な
社
会
習
慣
〉
と

し
て
、
確
立
さ
れ
て
い
た
。
「
自
称
も
対
称
も
冒
下
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
。
」
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
ぞ
ん
ざ
い
塗
言
い
方
が
、
双
方
の
間
に
、

許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帯
間
は
、
そ
の
客
す
じ
で
な
い
上
層
町

人
一
努
性
あ
る
い
は
女
性
一
と
会
語
す
る
際
に
は
、
江
戸
町
人
社
会
本
来

の
制
約
に
し
た
が
っ
て
、
上
位
の
語
し
相
手
に
対
す
る
下
位
の
語
し
手
の
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最
上
級
の
敬
意
（
段
階
A
・
段
階
1
）
を
表
わ
す
敬
語
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　
②
俳
助
対
や
み
吉
の
〈
敬
語
行
動
の
場
〉
に
お
け
る
や
み
吉
の
一
」
と
ば

づ
か
い
は
、
そ
の
述
語
群
の
諸
形
式
一
段
階
A
・
段
階
↓
か
ら
見
て
、

そ
れ
ら
の
形
式
に
呼
応
す
る
主
語
群
は
、
当
然
、
〈
お
前
さ
ん
v
一
段
階
A
一
・

〈
わ
た
く
し
〉
一
段
階
－
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
潜
在
的
に
呼
応
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
俳
助
に
つ
い
て
の
「
や
み
吉
か
ら
オ
マ
エ

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
上
層
で
は
な
く
中
層
の
上
く
ら
い
か

と
思
わ
れ
る
。
」
と
い
う
見
解
は
、
そ
の
根
拠
を
失
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
敬
語
行
動
の
〈
場
〉
に
お
い
て
、
や
み
吉
一
お
よ
び
盈
〈
六
十
ぢ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ

き
ば
あ
さ
ま
〉
一
の
用
い
た
〈
お
前
〉
は
、
そ
の
構
成
す
る
述
語
の
形
式

（
段
階
別
）
か
ら
考
え
て
、
な
ん
ら
か
の
要
因
一
後
考
に
侯
つ
。
）
に
よ

る
混
交
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
敬
語
行
動
に
、
男
女
差
は
、
見
い

だ
さ
れ
な
い
。

　
③
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
下
に
身
を
置
く
〈
下
層
階
級
の
女
性
た
ち
〉

は
、
対
等
の
敬
語
行
動
の
く
場
V
に
お
い
て
、
或
る
時
に
は
〈
お
ま
へ
〉

と
言
い
、
或
る
時
に
は
く
お
め
へ
V
と
言
う
人
々
、
お
よ
び
そ
の
い
ず
れ

か
の
み
を
用
い
る
人
々
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
等

の
関
係
に
あ
る
下
層
階
級
の
成
人
女
性
た
ち
が
オ
メ
エ
の
み
を
用
い
、
オ

マ
エ
を
用
い
な
い
と
い
う
見
解
は
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
④
後
期
江
戸
語
敬
語
体
系
下
に
身
を
置
く
〈
上
層
町
人
の
女
性
〉
が
下

位
の
語
し
相
手
に
対
し
て
用
い
る
対
称
代
名
詞
は
、
〈
ヲ
」
な
た
・
お
の
し
V

の
ほ
か
に
、
ま
れ
に
く
て
ま
へ
V
が
用
い
ら
れ
る
。
〈
お
ま
へ
〉
は
、
対

等
の
関
係
の
〈
誉
墨
胴
行
動
の
場
〉
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
か
り
に
下
位
の
語
し
相
手
に
〈
お
ま
へ
〉
が
用
い
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

話
し
手
が
話
し
相
手
に
対
し
、
な
ん
ら
か
の
要
因
（
ば
つ
の
わ
る
さ
・
ひ

け
め
・
そ
の
他
）
に
よ
っ
て
、
屍
せ
か
け
の
〈
対
等
の
関
係
〉

お
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
段
階
α
の
見
解
も
可
能
。

門
注

（
↓

一
2
一

一
3
一

一
4
一

を
よ
そ

小
島
俊
夫
「
後
期
江
戸
語
に
お
け
る
対
称
代
名
詞
と
待
遇
表
現
」
（
『
国
語
』
第

六
巻
第
一
号
・
一
九
五
七
9
一
同
『
後
期
江
戸
こ
と
ば
の
敬
語
体
系
』
第
二
章

一
一
九
七
四
一
同
「
滑
稽
本
・
人
惰
本
に
あ
ら
わ
れ
た
　
「
ワ
タ
ク
シ
・
ワ
タ

シ
・
オ
レ
・
オ
イ
ラ
」
と
敬
語
表
現
体
系
」
一
『
国
語
学
』
第
七
九
集
・
一
九
六

九
1
2
）
同
『
後
期
江
戸
こ
と
ば
の
敬
語
体
系
』
第
四
章
（
一
九
七
四
）

服
部
四
郎
「
文
法
的
意
義
と
言
っ
て
も
、
語
し
手
の
「
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
内

的
世
界
1
－
即
ち
「
内
的
場
面
」
－
の
み
に
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
外
界

す
な
わ
ち
外
的
場
面
に
も
関
係
が
あ
る
。
特
に
代
名
詞
の
意
義
や
敬
語
の
研
究

で
は
、
語
し
手
と
闇
き
手
そ
の
他
の
外
的
場
面
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。
」
（
「
日
本
の
記
述
言
語
学
」
第
5
章
『
国
語
学
』
第
六
四
集
・
一
九
六
六

3
一ソ

シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
学
上
の
共
時
態
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
述
べ
て
い

る
。
「
実
践
上
で
は
、
言
語
状
態
と
い
う
も
の
は
、
一
点
で
は
な
く
て
、
そ
の
あ

い
だ
に
生
じ
た
変
更
の
総
和
が
極
少
で
あ
る
、
多
少
と
も
長
さ
の
あ
る
時
間
間

隔
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
年
で
も
よ
し
、
一
世
代
で
も
、
一
世
紀
で
も
、
さ
ら
に

そ
れ
以
上
で
も
か
ま
わ
な
い
。
」
一
小
林
英
夫
訳
『
一
般
言
語
学
講
義
』
第
W
編

第
－
章
・
改
版
・
一
九
七
二
）

山
崎
久
之
「
こ
の
二
人
の
会
話
は
、
最
初
と
「
お
め
へ
さ
ん
」
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
後
と
は
、
明
ら
か
に
表
現
が
変
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
変
化
の
理
由
は
「
あ
な
た
は
モ
シ
、
衰
微
さ
ん
で
は
ご
ぜ
へ
ま
せ
ん

か
」
と
言
う
ほ
ど
＝
別
来
」
の
出
合
い
で
あ
っ
た
の
で
、
最
初
は
他
人
行
儀

に
用
心
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
語
し
て
い
る
う
ち
に
、
替
の

親
し
い
心
持
に
な
っ
て
、
昔
の
表
現
に
帰
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
」
一
「
江
戸
の
庶
民

語
の
待
遇
表
現
の
体
系
一
こ
－
三
馬
の
作
晶
を
中
心
と
し
て
i
」
門
群

馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
・
杜
会
科
学
編
』
第
1
6
巻
・
一
九
六
六
一
山
崎

久
之
氏
の
〈
論
の
進
め
方
〉
に
、
小
島
俊
夫
は
、
賛
成
し
か
ね
る
。
そ
の
理
由

一12一



（
5
）

一
6
）

一
7
）

一
8
一

一
9
）

（
1
0
一

は
、
「
他
人
行
儀
に
用
心
し
て
言
っ
て
い
る
」
・
「
昔
の
親
し
い
心
持
に
な
っ

て
」
と
あ
る
の
が
鼓
八
以
外
に
は
わ
か
ら
な
い
領
域
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
言

語
研
究
は
、
言
語
の
個
人
的
側
面
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
、
言
語
の
杜
会
習
慣

的
な
〈
型
〉
を
体
系
と
し
て
構
築
す
る
一
」
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
言
語
研
究

は
、
周
到
に
集
め
ら
れ
た
用
例
群
に
、
支
え
ら
れ
る
。
言
語
研
究
は
、
結
論
を

急
い
で
「
他
人
行
儀
に
用
心
し
て
言
っ
て
い
る
」
と
か
「
曹
の
親
し
い
心
持
に

な
っ
て
」
と
か
で
、
す
ま
せ
る
サ
」
と
で
は
な
い
。

小
松
寿
雄
氏
は
「
階
層
を
無
視
す
れ
ば
…
…
説
明
に
窮
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
近

代
語
研
究
・
第
七
集
・
四
二
頁
一
と
述
べ
て
い
る
が
、
階
層
の
み
な
ら
ず
、

言
語
行
動
の
〈
場
〉
を
無
視
す
れ
ば
、
説
明
に
窮
す
る
で
あ
ろ
う
。
衰
微
の
鼓

八
に
対
し
て
用
い
る
〈
お
ら
・
貴
公
〉
は
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
一
へ
の
用
法
と

見
る
べ
き
で
な
く
、
帯
間
と
そ
の
客
す
じ
の
上
層
町
人
の
闘
に
見
ら
れ
る
〈
特

殊
な
社
会
習
慣
の
場
〉
で
の
み
許
さ
れ
る
ぞ
ん
ざ
い
な
対
等
と
見
る
方
が
適
切

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
と
さ
ま

「
確
く
汝
は
餐
准
お
鷹
で
、
峯
ナ
、
抽
ぺ
さ
ん
、
他
人
様
の

お
足
を
も
歩
せ
申
さ
ず
ノ
イ
く
又
外
様
へ
お
婁
し
た
墓
に
婁
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
一
・
、
ま
へ

ら
ず
、
董
と
に
ナ
お
前
さ
ん
、
ハ
イ
く
、
お
節
句
前
し
ら
ず
で
ご
ざ
り
ま

す
。
」
一
浮
世
風
呂
・
四
編
下
）
「
お
節
旬
前
し
ら
ず
漬
々
」
と
い
う
叩
」
と
か

ら
、
俳
助
は
、
裕
福
な
上
層
町
入
と
推
定
さ
れ
、
「
中
層
の
上
」
で
は
な
か
ろ

一
つ
。

小
島
俊
夫
「
酒
落
本
に
推
定
さ
れ
る
江
戸
市
民
の
敬
語
体
系
」
一
『
大
坪
併
治
教

授
退
官
記
念
国
語
史
論
集
』
・
一
九
七
六
一
同
『
日
本
敬
語
史
研
究
　
後
期
中

世
以
降
』
第
二
章
一
一
九
九
八
）

〈
ま
す
・
（
で
ご
ざ
い
）
ま
す
〉
は
、
存
在
者
と
し
て
の
話
し
相
手
に
対
す
る
話

し
手
の
敬
意
の
反
映
。
小
島
俊
夫
『
後
期
江
戸
こ
と
ば
の
敬
語
体
系
』
第
一
章

（
一
九
七
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、

や
み
吉
に
対
す
る
月
八
の
こ
と
ば
づ
か
い
に
、
「
だ
み
て
ゐ
や
す
．
聴
ま
し
た
．

い
ひ
ま
し
た
・
出
来
や
せ
う
」
一
浮
世
風
呂
・
四
編
下
）
の
彩
式
（
ま
す
．
や

す
）
が
混
交
し
、
そ
の
一
」
と
ば
づ
か
い
が
段
階
断
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
余
地

を
有
す
る
。

ぶ
た
七
・
月
八
対
や
み
吉
の
会
語
の
〈
場
〉
か
ら
俳
助
対
や
み
曹
の
会
語
の

　
　
〈
場
〉
へ
の
急
転
が
、
も
し
も
、
事
実
に
反
し
て
、
こ
の
逆
で
あ
る
と
仮
定
し
た

　
　
ら
、
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
半
減
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
」
　
　
　
　
　
　
や
　
L
生
．
」
　
　
　
　
　
た
一
つ
ら
い

一
u
）
清
「
伽
の
旅
か
ら
か
へ
　
米
「
ナ
ア
ニ
サ
」
り
や
ア
去
る
お
屋
敷
か
ら
到
来
サ
一
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
圭

　
　
情
末
摘
花
・
第
三
回
）
「
お
屋
敷
」
舳
大
名
屋
敷

一
皿
一
「
欧
折
隷
に
く
ら
せ
ど
も
一
一
構
末
摘
花
・
第
三
廻
㌧
有
徳
†
鷹

（
1
3
）
　
干
」
の
用
例
に
隈
っ
て
兇
解
を
述
べ
る
と
し
た
ら
、
「
お
前
1
1
し
て
お
呉
」
は
、

　
　
段
階
α
　
一
上
位
の
話
し
手
が
、
下
位
の
諮
し
相
手
に
対
し
て
、
故
意
に
、
敬

　
　
意
を
反
映
す
る
こ
と
ば
づ
か
い
を
し
て
、
裏
が
え
し
の
親
愛
を
示
す
一
の
用
法

　
　
　
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
「
ど
一
」
を
志
し
て
ゆ
か
し
や
る
。
」
、
「
お
ま

　
　
　
へ
も
此
ひ
し
や
く
を
も
つ
て
、
浜
松
の
御
城
下
・
在
と
も
壱
文
づ
、
貰
つ
て
こ

　
　
　
ひ
。
」
（
夢
酔
独
言
・
十
四
歳
一
の
よ
う
な
用
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、

　
　
　
段
階
刷
・
段
階
跣
の
形
式
に
よ
る
〈
昆
せ
か
け
の
対
等
〉
と
い
う
昆
解
が
選

　
　
　
ば
れ
た
。
段
階
α
の
用
法
は
、
上
位
の
話
し
手
が
下
位
の
誘
し
相
手
に
対
し

　
　
　
て
、
故
意
に
、
敬
意
農
淋
べ
こ
と
ば
づ
か
い
を
す
る
唱
肋
る
か
ら
、
そ

　
　
　
の
熊
例
群
は
、
必
ず
、
　
「
お
帥
－
一
し
一
な
さ
れ
」
・
「
お
前
i
一
し
一
な

　
　
　
さ
る
」
の
よ
う
な
主
述
呼
応
の
形
式
を
と
る
。
そ
こ
に
は
、
「
お
ま
へ
－
貰
つ

　
　
　
　
　
一
い
一

　
　
　
て
こ
ひ
」
の
よ
う
な
言
い
方
は
、
無
い
。

　
敬
語
体
系
に
お
け
る
言
語
行
動
の
〈
場
〉
の
問
題
は
、
旧
著
『
後
期
江
戸

甲
」
と
ば
の
敬
語
体
系
』
（
一
九
七
四
）
に
、
箇
々
に
、
扱
わ
れ
た
。
そ
れ

は
、
そ
の
索
引
に
も
、
見
ら
れ
る
。
敬
語
体
系
を
言
語
行
動
の
く
場
V
に
し

ぼ
っ
て
論
じ
る
動
機
が
与
え
ら
れ
た
一
」
と
に
、
感
謝
す
る
。

（
こ
じ
ま
　
と
し
お
）
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